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ってない?
、1カ月で

ます。

勉強で成果を上げる
ためにやるべき理(〕の|リスト
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たくさん解く

教科書や参考書を読むだけではな

く、問題を解くことで本番に強くな

れるようトレーニングを。試験と同じ

制限時間を意識しながら、過去問

題集や模擬試験を解くと効果的。

間違えた箇所は復習を忘れず、レ

ベルアップにつなげる

場 な 量に R膠 瑾 0

勉強しやすぃ環境を確保する。学

校の自習室やカフェ、自宅など、自

分が集中力を発揮できる場所なら

どこでもいい。「私の場合は、勉強

を頑張っている人が周囲にいる、

静かで快適な場所が条件。公民

館の自習室がお気に入りでした」

1 鑢趙事『 1集中力がアップする朝の時間を有

効に使うために、早起きをする。 1

時間程度の勉強時間を捻出できる

よう、逆算して就寝・起床の時間を

決めるといぃ。睡眠時間を削るの

ではなく、リラックスして早い時間に

眠ることで体調管理を

贔 趙
ユ _

試験日から逆算し、必要な知識を

得るためのスケジュールを組み立て

て計画表にする。受験日に照準を

定めた学習計画は、随時見直しな

がら取り組むことが大切。さらに、

合格後、資格を生かして何をしたい

のかも計画に組み込むといい

´
ヽ
一標
一
目
一を一験試

掲げギリミヽ外警
設定する

ク
試
験
勉
強
クに
よ
り

学
ぶ
べ
き
こ
と
を
明
確
に

自
ら
考
案
し
た

「朝
活
勉
強
法
」

を
実
践
し
、
会
社
員
と
し
て
勤
務
す

る
傍
ら
、
税
理
士
試
験
に
合
格
し
た

山
本
憲
明
さ
ん
。
忙
し
い
生
活
の
中

で
、
効
果
的
な
勉
強
を
す
る
た
め
の

極
意
は
、
明
確
な
動
機
を
持
つ
こ
と

だ
と
言
う
。

「勉
強
の
理
由
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
密
度

の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
の
場
合
は
、
税
理
士
試
験

に
合
格
し
、
５
年
以
内
に
税
理
士
事

務
所
を
開
業
し
た
い
、
そ
の
た
め
に

は
今
こ
の
勉
強
が
必
要
だ
、
と
い
っ

た
動
機
づ
け
と
計
画
が
、
大
き
な
力

に
な
り
ま
し
た
」。
何
と
な
く
勉
強

に
取
り
組
む
よ
り
も
、
試
験
を
目
標

に
す
る
ほ
う
が
や
る
気
に
な
れ
る
。

そ
の
上
で
、
計
画
を
立
て
な
が
ら
、

日
々
の
勉
強
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が

大
切
だ
。
こ
こ
で
は
、
１
カ
月
で
試

験
準
備
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
プ
ラ

ン
を
教
え
て
も
ら
つ
た
。
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2で作成した計画表を基に、どれだ

け達成できたかを記録する。勉強

した時間や、問題集を解いたとき

の点数などを毎日書き込むといい。

成果が目に見えるようにすること

で、達成感を得られる上、次の課

題が見えてくる

隋熙 3_

同じ目標に向かって勉強をしている

人たちとコミュニケーションを取る。

周りにいなければ、SNSのコミュニ

ティーなどを利用し、情報交換や成

果を報告するのもおすすめ。ひとり

で頑張るより、怠け心に歯止めが

かかり、励みになる

プ壌贔裏1_]
問題集で解けなかった設間のポイ

ントを、すべてリストイとしてノートに

書き出す。問題をそのまま写す必

要はなく、何をどう間違えたのかを

思い出せるようにすればいい。「間

違えなくなるまでノートを毎日見直

し、チェックします」
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短時間でもいいので、忙しい朝も

休むことなく勉強をする。出勤前な

ど、リミットのある時間帯を活用する

ことで、より密度の濃い学習が可

能に。また、試験時と同じく、制限

時間のある環境に身を置き、“焦

る"ことに慣れる練習にも

適 辣 辣
J

勉強を始める際、腕試しとして、ま

ずは過去問題集を解いてみる。実

力を把握することで、自分に必要な

課題が見えてくるはず。「試験の

傾向がつかめるのと同時に、クリア

するべき課題も明確にできるので、

効率のよい勉強ができます」

法』(中経出版 )など、勉強法に関

する著書が多数ある

で
鼈 日

過去問題集を解いた上で、できな

かった問題をビックアップ。理解で

きるまで参考書を読むなど、掘り下

げた勉強をする。さらに、問題集を

活用して、繰り返し練習を。こうし

て確実に弱点を克服することが、 |
自信につながっていく      ■
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